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1. はじめに

　青森県東部の上北平野の南部と北部において（第1
図），中期更新世後半に形成された七 百 段丘（宮内，
1985，1988；桑原，2004など）の構成物を被覆する延
長約25 mと11 mの風成堆積物の柱状試料2本（それぞ
れコア1，2と呼ぶ）が採取された．両コアとも，既に
植物珪酸体分析に供されて古気候の変遷が復元され，海
洋酸素同位体比ステージ9（300-337 ka; Lisiecki and 
Raymo, 2005）以降の各ステージとの対比が明らかにさ
れた（桑原，2009）．しかしながら，これまで，両コア

のテフラ層序については，その概要が報告されるものの，
各テフラ層の同定の根拠となる層位と層相の詳細並びに
岩石記載的特徴は明らかにされなかった（桑原，2009）．
　上北平野には，中期更新世以降の多数のテフラ層が分
布する（中川，1961；東北地方第四紀研究グループ，
1969など）．これらテフラ層については，それらの大部
分が八甲田及び十和田火山起源とみられ（岩崎，1983；
Hayakawa, 1985； 松山・大池，1986； 町田・新井，
2003など），また同平野に分布する海成及び河成の段丘
との層位関係も把握されている（宮内，1985，1988；
桑原，2004など）．したがって，中期更新世以降の八甲
田や十和田火山における各噴火の年代や上北平野におけ
る各段丘の年代を検討する上で，海洋酸素同位体比ス
テージとの対比がほぼ確実な両コアにおいて，各テフラ
層の同定とそれらの根拠が注目される．
　そこで，両コアのテフラ層序について，各テフラ層の
層位と層相の詳細，並びに鉱物粒子の屈折率と化学組成
を含む岩石記載的特徴を明らかにし，今後の利用のため
の一資料としたい．

2. 掘削の概要

　両コアは，ロータリー式バイブロ工法（パーカッショ
ン機）を用いて，七百段丘上（宮内，1985，1988；桑原，
2004など）で鉛直に掘削された（第1図）．全層準にわ
たり直径69 mm，無水掘で採取された．掘削時に伸縮を
受けている可能性があるが，その程度が不明であるため，
層厚に対してその補正はなされていない．コア1は，上
北平野南部の三戸郡五戸町鹿内の畑作地で掘削され，孔
口標高は114 mである．コア2は，上北平野北部の上北
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資料・解説‐Note and Comments

第 1 図　掘削地点（コア 1，北緯 40°32′50″，東経 141°
18′1″；コア 2，北緯 40°53′6″，東経 141°14′28″）．
掘削地点を含む地形図は，桑原（2009）を参照さ
れたい．

Fig. 1　　Drilling sites (Core 1, 40°32′50″N, 141°18′1″E; Core 
2, 40°53′6″N, 141°14′28″E).
Detailed topographic maps showing the drilling sites 
are referred to Kuwabara (2009).
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Fig. 2　　Geologic columns.
Modified from the geologic columns in Kuwabara 
(2009).



Table 1     Characteristics of tephra layers.



Table 2     Chemical compositions (wt%) of volcanic glasses.





60

110

48

20

58A

61A




